
附属高等学校１年生：データの分析 

「仮説検定の考え方 Ver.2」 

附属高等学校 三橋一行 

１．学習のねらい 

①「仮説検定の考え方」をより深く，正しく理解する。 
②「仮説検定の考え方」を学ぶ段階で，数学 B で学ぶ「仮説検定」のひな型を作る。 
③ 既習事項の数学の応用や活用であることを理解する。 

 

２．教材について 

 数学Ⅰの「仮説検定の考え方」の学習が数学 B の「仮説検定」の学習に繋がりにくい。数学 B の仮説

検定の学習が難しい。これは主に積分，確率を面積で表すなどの未習事項の多さに起因する。そこで，

数学Ⅰで扱うような内容で，数学 B の仮説検定の内容に近づけた学習教材が必要であると考えた。相対

度数分布表（確率分布），ヒストグラムを用いて検定を行う。それによって検定の仕組みを知ると同時の

理解の難所を数学Ⅰの段階で気づかせ解決行くことを目的として考えた指導案である。授業に使用した

スライドの内容を中心に作成された指導案となっている。また，タイトルに「Ver.２」が付されている

のは，「仮説検定の考え方」を，以前，ベイズ統計の考えと比較して背理法的な導入を行う指導案を以前

に作成，発表しているためである。今回は，既習事項生かすことに沿った指導となることを心掛けてい

る。 
 
３．育てたい力（資質・能力） 

 話を聞いて論理的に整理して，理解する力。 
 数学を活用して，現実場面での問題に対して，確率を用いた表現で解決する。 

 
４．学習の展開 

① 学習指導案 

学習活動 指導の手立て留意点 

本時の流れの説明を聞く。 

例題に沿って考え方の説明をする。 

 

 

 

 

 

 

１．仮説の立て方について学ぶ。 

※ 夏休みの宿題で「仮説検定の考え方」に

ついては、各自教科書で勉強し、問題演

習はしている。そのことを踏まえて本時

の目的を簡単に説明する。 
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裏が出る確率をｐとして，仮説がどんな式で表され

るかを考える。 

 

 

 

 

 

 

 

2．有意水準の設定について説明を受ける。 

 

 

 

3．次に，ｐ＝1/2の立場，帰無仮説Ｈ₀の元で， 

 

 

★仮説を立てる際に数学的に解決することを

目的としているので、仮説は数式で表すこ

とを強調する。 

検定手順の考え方を理解するために，帰無

仮説，対立仮説の説明し，仮説の性格を知

らせる。 

 

●発問「ｐを用いて仮説がどんな式になるか

を考えてみよう」➡ワークシートに記入さ

せる。 

 

★ Ｐ＜1/2をどう扱うかを気にする生徒も

いる。 

ここは，観測データに沿うものか否かで

理解させる。 

片側検定か両側検定かの違いが生じる重

要ポイントである。 

 

★ 有意水準とは，「どのくらい低い確率で

あるなら『起こらない』と見なしてよい

か」の基準となる確率であることを伝え

る。。 

 

 

 

 

★ 有意水準の意味は伝えるがその設定につ

いては深入りしない。一般に0.05とされ

ていると教える。 
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４．ヒストグラムを作る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

ヒストグラムに棄却域を設定させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★ 帰無仮説Ｈ₀の元で，理論的に裏の出る

回数とその確率を表にしてみる。 

●発問 

 「裏が出る回数についてその確率を求め 

表を完成させよう。」 

※ これが確率分布である。 

※ 現行の教科書では，ここの部分がコイン

投げであったり，サイコロ投げであった

り別な実験を行った結果をもとにして考

えることになる。それは，本来良くない

ので，同様に確からしいという1/2の確

率の立場をとっていることからも数学的

にしっかり理論値で確率分布をつくって

おく。  

※ 二項係数の復習も兼ねて半分までもとめ

れば，対称に票が埋まっていくことにも

気づかせる。 

※ 確率を表に埋めさせたあとに答え合わせ

を行い。間違いは修正させておく。 

●発問 

 「確率の表をもとにヒストグラムを作成 

しよう。」 

※答え合わせをし，修正させて次へ進む。 

●発問 

「ヒストグラムの中で棄却する回数とそ 

の確率がどう表れているか考えよう。 

※ 7回のみでなく，8回も棄却される。 

※ 7回又は8回なので確率の和の法則に注目

させる。 

▼けっして0.05と１つの回数の確率の比較で

判断させないように注意する。 

 

※ 8回と7回の確率の和が0.05以下であるの

で，7回以上は「起こらない」と見なす

。6回まで入れてしまうと，0.05を超え

てしまうので，6回では，際どいが棄却

できない。 

※ ｐ＝1/2の立場では，7回以上裏がでるこ
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6．判定にはいる。以下のように説明する。 

 

とは「起こらない」とみなせるので，ｐ

＝1/2の仮説の妥当性は否定された（棄

却された）。ということである。 

※ しかし，Ｈ₁を積極的に採択しているわ

けではないことに注意させる。 

※ Ｈ₀を捨てられるかどうかを知ら得るの

が仮説検定の本質である。 

7.仮説検定の流れ（手順）を振り返って確認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

確認後，課題に取り組み学習の成果を自分で試して

みる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 課題を用意し，今回学んだ手順で仮説検

定を行い，理解を深めさせる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
以下が今回の課題プリントである。 
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②授業活動の実際 

 120 人の一斉授業で，1 コマ 45 分の時間設定であったため，板書の見にくさと板書とノートの時間を

節約するためにスライドとワークシートを用いて授業をおこなった。コンパクトに授業時間内に収まる

ことはできたが，理解の度合いは生徒間でかなりの差があったと思われる。仮説の設定，仮説の数式化，

右側検定と両側検定の違い，有水準の意味，ヒストグラムの図上で有意水準がどこの何を示しているの 
かなど回収したワークシートでは記述に差が見られた，あるいは疑問点や質問が書かれていた。仮説検

定の授業はその考え方を学ぶ以前に，使用される専門用語が学習者の壁になっていることがわかった。

専門用語を用いれば表現や記述が簡潔になるが，初学者にとっては，言葉に縛られてその内容，概念が

正しくつかめ切れなくなり疑問になってしまうことが生じやすい。この点を改善していく必要がある。

数学Ⅰの単元とはいえ，これらを 2 コマほどの授業で学習していくのには，やはり無理がある。数学 B
が全員必修である本校のような場合には，ここではほんとに軽く触れて，あとは数学 B の授業内で詳し

くやった方がよいであろう。 
 
５．授業を振り返って 

 上の授業の実際にのところにも述べた点ではあるが，具体例を挙げて検討する。 

 

①仮説の論理的不整合の問題 

帰無仮説ｐ＝1/2 を設定したら，対立仮説はｐ≠1/2 でなければならないのでは？と主張する生徒が

いた。また，両側検定だと分布の両裾に 0.025 ずつに確率を分けるが，片側検定だと片側だけで，0.05

の確率を設定するのは片側検定だけ不利（棄却されやすいのではないか）という質問が少なからず出た。 

数学Ⅰでは論理の学習をも行っているので，生徒の意見はもっともである。統計学の立場からは，確率

は 0.05 であり，片側を用いるときには，それの反対側は起こらない前提として検定している。論理性よ
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りも確からしさに基準を置いているのである。確からしさと論理的整合性が一致するように思えるが一

筋縄でいかないところが統計学を学ぶ難しさの一つである。 

 

②確率を面積でとらえる。 

裏が 7 回出ることが棄却されるなら，8 回出ることも棄却される。ということがヒストグラムを利用

することでわかりやすくはなったが，それでも，７回の確率と 8 回の確率の和になることが理解しにく

いようであった。7 回の確率と有意水準を比較すれば済むのではないかと考えている生徒が少なからず

いた。これは，たった 1 例で比較するのではなく起こり得る回数全体のなかで，考えることでより正確

に調べているということで説明した。ヒストグラムを利用して棄却域を考える作業は数学 B で仮説検定

を学ぶときにかなり役立つはずである。 

 

 以上である。今後もこの単元の授業研究は続けていく必要があると考える。 
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